
作 業 実 施 要 領

１．この要領は、作業施工についての一般的事項を示すものであり、特に仕様書が

付加された場合で、この要領と重複する部分があるときは、仕様書の定めによる。

この要領に示されていない事項及び疑義のある事項については、すべて発注者

（発注者の命じた職員(以下監督職員という)を含む。）の指示監督に従うこと。

２．受注者は、業務着手前に発注者と打合せを行い、作業内容等について指示を受

けること。

３．作業内容及び運転時間の確認について

(1) 受注者は、作業する日の着手時及び終了時に表示板等に日時、作業内容等を

記載の上、使用機械と作業場所が入った写真を撮影すること。また、部分的な崩

土取除き等を実施する場合は、作業中の写真も撮影すること。

(2) 運転時間の管理は振動式タコメーターを基本とするが、アワーメーターによ

る場合は、受注者は日々の作業開始時及び作業終了時に計器の数値が確認できる

写真を撮影すること。

(3) 受注者は、運転時間確認書へ日々の作業について必要事項を記載すること。

(4) 上記(1)～(3)の写真及び運転時間確認書は、監督職員が提出を求めた都度、

速やかに提出し確認を受けること。

４．作業に使用する機械器具で発注者が不適当と認めたものは、使用することがで

きない。

５．発注者の事業実行上必要な物件は、発注者の指示がない限り、移動又は撤去す

ることができない。

６．作業施工の障害となるものは、発注者の指示により取壊し除去または移転する

こと。

７．受注者は、作業にあたって現地を十分把握のうえ、ガードレール、擁壁等の林

道工作物の保全に努めなければならない。

８．作業完了後は、現場の跡地整理、取片づけを行うこと。

９．受注者は、作業にあたっては、労働安全衛生に関する諸法令及び指導事項等を

遵守すると共に、現地及び周囲の環境に十分気を配り、林道からの滑落、崩土、

落石、雪崩等による災害防止に努めなければならない。



崩土運搬4t

様式１

運　転　時　間　実　施　計　画　書

物件名（地区） 建設機械等チャーター単価契約（青森・平内・広瀬後潟地区）
チャーター
期　　　間

1

　　自　 契約の翌日から
　　至　令和７年１１月２８日

　　　 ８月 備　考
計画運転
時　　　間

(h)

各 機 種 の チ ャ ー タ ー 期 間
　　　11月 　　　 12月　　　 ９月 　　　 10月

輸送回数

11.5回

機　　種 型　式 台数 作業種

崩土除去

砕石敷均し外

　　　７月

バックホウ 0.45m3 1

ホイールローダ 0.9～1.0m3 1
崩土除去

砕石敷均し外

ダンプトラック

10 20 10 20 10 20 10 20 10 20 10 20



様式１

運　転　時　間　実　施　計　画　書

物件名（地区） 建設機械等チャーター単価契約（外ヶ浜・今別地区）
チャーター
期　　　間

　　自　 契約の翌日から
　　至　令和７年１１月２８日

機　　種 型　式 台数 作業種

各 機 種 の チ ャ ー タ ー 期 間 計画運転
時　　　間

(h)
備　考　　　７月 　　　 ８月 　　　 ９月 　　　 10月 　　　11月 　　　 12月

バックホウ 0.45m3 1
崩土除去

砕石敷均し外

輸送回数

10.0回

ホイールローダ 0.9～1.0m3 1
崩土除去

砕石敷均し外

ダンプトラック 4t 1 崩土運搬



様式２

運　転　時　間　確　認　書

契約地区名 建設機械等チャーター単価契約（青森・平内・広瀬後潟地区） バックホウ　0.45m3

備　　　考

運　　転　　時　　間

運転開始

時　　　刻

運転開始

時　　　刻

年　月　日 (3)林道名
重機輸送　　　自

走
(2)主な作業種 うち

運転時間

累計運転

時　　　間

運転時間

確認者（印）

運転時間

記録者（印）



運転時間

確認者（印）

重機輸送　　　自

走
備　　　考運転開始

時　　　刻

運転開始

時　　　刻

うち

運転時間

累計運転

時　　　間

様式２

運　転　時　間　確　認　書

契約地区名 建設機械等チャーター単価契約（外ヶ浜・今別地区） バックホウ　0.45m3

年　月　日 (2)主な作業種 (3)林道名

運　　転　　時　　間
運転時間

記録者（印）


